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国内において毎年地震や台風等の自然災害が各地域で発生しており、その際には停電による被害が多発、深刻化している。

停電発生時の視界確保や初期避難誘導の手段として電力を必要としない｢蓄光」製品の需要が拡大している。

東京都では2005年の火災予防条例改正において地下駅を保有するすべての鉄道事業者に「蓄光性」を持った明示物(避難方向・避難口の明示)の

設置義務を定めた。

また、過去の蓄光顔料には耐水性が無く、屋外の使用が難しいとされてきたが、現在では蓄光顔料の粒子をガラスや高分子樹脂の被膜でコー

ティングする技術が開発され、屋内のみならず屋外でも使用される例も増えてきている。
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台風・地震が多い日本、電力遮断時に照明製品で貢献できる事がないか。夜間だけでなく、日中でも太陽光が届かない環境(地下街・地下鉄な

ど)で過ごされている方を思い、災害等による停電発生時にも安心できる環境を提供するための製品を目標として「蓄光機能搭載LEDフレキシブ

ルライト」の開発をスタート。2019年開発を完了し、2020年1月より量産販売を開始致しました。

蓄光機能搭載LEDフレキシブルライト
― 停電環境下でも｢光」を供給し続ける ―
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本当に必要としているシーン

被災による停電で困る人や施設、病院や福祉施設など。人命救助に携わる方々や

それら施設（消防・警察・防災施設）へ夜間の停電時により明るく照らし見える化す

る事で、減災へ貢献できないか。

防災を意識しない日常シーン

非常用照明の無い場所。昼間でも自然光が届かない場所。地下街や地下道など。

また飛行機や鉄道・客船などへも。

あれば便利なシーン

一般家庭のトイレやバスルームなど個室・階段・手すり・通路などへも。災害時だけ

でなく、日常でご使用いただけないか。

通常時

(LED点灯時)

ブラックアウト時

(LED消灯時)

災害

発生

（使用例はイメージ）



　従来の蓄光顔料は水に弱く、わずかな時間の浸水でも化学変化し、燐光しなくなるという弱点がありました。

　本製品に採用している蓄光顔料は長期の浸水でも化学変化を起こさないのが特徴です。

　さらには、特許製法により、耐水処理と同時に発光能力を高めることに成功しました。

□ LEDフレキシブルライト(LEDテープライト)に｢蓄光機能｣を搭載

□ LED消灯時の燐光性能はJIS規格(JIS Z 9107 JC)準拠

LED消灯後約10時間経過後も3mcd/㎡以上の輝度が持続し、燐光部が視認できる状態を保持しています。

JIS規格上では「JC」クラス以上の製品が「高輝度」として規定されています。

通常時のLEDライン照明としての照明性能も確保(900lm/m)

□ 耐水仕様蓄光顔料の採用
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通常時は間接・意匠照明の特長を活かし、空間を演出しつつ自らの光で蓄光、災害発生時のブラックアウトに際しては、

製品本体の圧倒的な発光(燐光)により、停電環境下での初期避難誘導の補助照明として機能

<参考>



実施機関

耐候性試験設備

試験期間

試験条件

判定基準

　製品本体に電気絶縁性・耐熱性・耐候性・耐疲労性に優れたシリコーン材料を採用。

　本体端部を金型コンプレッション成形で防水信頼性の確保。

□ 屋外環境での使用が可能

【 用語の説明 】

・火災予防条例改正

　東京都火災予防条例施行規則第11条の2の4

・蓄光/燐光

　物質が光(可視光やUV光等)を蓄えて、光照射を止めた後も発光し続ける性能を「蓄光｣性能と呼び、光照射を止めた後に

　発光し続ける　光や現象を「燐光」と呼ぶ。燐光の単位は｢ cd/㎡ 」

・JIS Z 9107

　日本産業規格(JIS)に於いて規定されている，安全標識に要求される性能基準及び試験方法

　規格では一定時間経過後の燐光輝度の値によって「JA・JB・JC・JD」の4つのクラスに分類される。

・コンプレッション成形

　コンプレッション成形は、計量した材料を加熱した金型の凹部（キャビティ）に入れ、圧縮成形機で加圧する成形方法。

　この成形方法は、熱硬化性樹脂の成形方法の一つとして用いられます。

 

・IP67規格対応は製品本体のみ。屋外標準仕様(電源接続コネクター仕様)はIP65規格対応となります。

試験時間56時間

UV照射1時間42分・UV照射+水噴霧18分の2時間を1サイクルとして実施

※ 屋外環境約1年間に相当

京都府中小企業技術センター

岩崎電気(株)製　SUV-W161

2020年4月9～11日

光輝度が初期値に対して70％以上確保

□ 国内特許登録済(第6589079号）

　 海外特許出願済（中国・韓国・アメリカ・EU・ロシア）

耐候性試験概要

試験完了後の燐光輝度測定結果において、初期値と同等数値を維持しており初回判定合格。

本体外観に関しても試験開始前と比較して変化は見られなかった。

継続して10年経過後を想定した耐候性試験を実施予定。

試験開始前

試験実施後

防水処理

⼀般的なシリコーン充填や接着剤による防⽔処理では不可能な、⻑期防⽔性能確保のために独⾃のコンプレッション成形防水を実施。

成形材料に本体・電源ケーブル被覆と同素材のシリコーンを使用する事で一体化し、強固な防水処理が可能となりました。IP65〜67規格へ対応


